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⽔滴の⼤きさと成⻑過程

時間

水
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現実イメージ

落下する
⾬粒の形
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種をまく雲
（Seeder）

種をまかれる雲
（Feeder）

⽔滴：衝突併合成⻑⽔滴：衝突併合成⻑,
氷粒⼦：併合成⻑, 
雲粒捕捉成⻑



1000倍速
(10秒毎)

藤吉康志先⽣＠北⼤より
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今日はちょっと
飲み過ぎてますが、
もう少しだけ
いっときますか？

飽和パーセルくん

水
蒸
気

かなりキてます。
そろそろ溢れそうです。

核形成能力が普通の
おつまみを食べたとき

水
蒸
気

もう本当に無理です。
いままさに溢れ…ウッ！

核形成能力の高い
おつまみを食べたとき

水 蒸 気

おつまみ
核としてはたらく
エアロゾル

核形成の能力が
普通なエアロゾル

核形成の能力が
高いエアロゾル

湿度
100％

あれ？まだ全然
大丈夫ぽいです。

おつまみを食べ
なかったとき

水
蒸
気

400％ 101％ 100.1％

核形成のイメージ



海塩粒子 硫酸塩粒子1ミクロン

0.5ミクロン





2ミクロン

20ミクロン

鉱物粒子 スギ花粉粒子







●種類や数・状態ごとの核形成能⼒
●核になるエアロゾルの時空間分布





CCNが
少ない場合

CCNが
多い場合







0℃

発達期 成熟期 衰弱期

CCNが少ない場合

0℃

CCNが多い場合

雨粒 氷晶 霰
大きな雲粒
普通の雲粒

小さな雲粒
エアロゾル

積乱雲へのCCNの影響
Rosenfeld et al. 2008



●雲システムの形態
●下層の⽔蒸気量
●上空・下層の風速差





2014年2月14-15日
関東甲信地方での⼤雪



⼤雪をもたらした





再現された総降雪量・総降⽔量
総降雪量 総降⽔量

観
測

数
値
実
験

90
70

50

30
10
1

(cm) (mm)

(mm) (mm)



再現された南岸低気圧と降雪雲
地上気温・海面気圧 ⾼度2.5kmの降⽔物質の混合⽐

A

B



山地で雪が増えたワケ
氷晶の質量

雪の質量

氷晶の数

雪の数

南北風0の線
沿岸前線面に相当

A B A B





降⽔物質毎(雪・雨)の総降⽔量の違い

雪

雨

(mm)

0.1倍－1倍 10倍－1倍1倍



氷晶核による雲・降⽔への影響
0.1倍－1倍 10倍－1倍

雪の質量

雪の数

1倍

⽔蒸気供給量

氷晶・雪・⾬粒⼦の数・重さ，⽔蒸気に影響
⼭地での上昇流による雪雲形成に影響



わずか1日半程度の現象でも
氷晶核数の違いによって
降⽔量が数⼗mmも変わる

詳細→Araki and Murakami (2015)





気候変動予測 天気・気象災害予測

エアロゾル・雲・降水を
考慮した予測手法の確立

プロセス研究
核形成

成長

エアロゾル
ボクらのプロセスも考えてね

エアロゾル・雲・降水の
プロセスを考えるよ！

モデル研究
データ同化
高密度な観測を
同化しよう！

モデルの高度化

観測研究
航空機

ゾンデ

レーダー

気象
衛星

実際はどう
なってるか
知ろう！

エアロゾル・雲・降⽔予測のこれから




